
みんなの一歩で未来に繋ごう 北陸支部！

2025年度ＱＣサークル秋季研修会が、10月3日（金）福井市きらら館に
て開催されました。今年度は、福井地区の企業14社 46名の方が受講いた
だきました。

はじめに、福井地区・上山区長よりあいさつがありました。「本日の研修では、
２つのコースでQC手法や進め方を学ぶとともに、異業種間交流を通じて他
社の良い点や考え方にも触れていただきたい。積極的にコミュニケーションを図
り、職場での改善だけでなく自己成長にもつなげてほしい」と述べられました。

その後、総合司会より当日の注意事項などが伝えられ、各コース会場に分か
れての研修が始まりました。

開催コースについて

開会挨拶
上山地区長 （株）アイシン福井
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今回ご参加頂いた企業（順不同）

揚原織物工業株式会社 株式会社金津技研

信越化学工業株式会社 株式会社TOP

日本ゼオン株式会社 敦賀工場 株式会社日本ピーエス

国立大学法人福井大学 清川メッキ工業株式会社

日華化学株式会社 株式会社日本エー・エム・シー

株式会社福井村田製作所 株式会社フクタカ

フクビ化学工業株式会社 株式会社アイシン福井

【問題解決型QCストーリー中級コース】
ジグソーパズルを使いＱＣ的問題解決手順に沿って特性要因図の重要要因から検
証を行い、真因に関して系統図を作成し、対策の効果確認を行う実践型研修

【QCサークル推進者育成コース】6年ぶりの開催となりました
発表事例を用いて活動の良い点、改善点をグループディスカッションでまとめ、審査、講
評のポイントを学ぶ

QCサークル北陸支部では、行事のレベルアップの為、幹事の地区間
交流を行っております。

今回の福井地区秋季研修会には、石川地区の幹事５名が、今後
の行事の参考として研修会を見学にこられました。



問題解決型QCストーリー
中級コース

QCサークル推進者
育成コース

参加者からの声
• 評価のポイントを理解することで、今後のQC活動に活
かせるのでしっかり理解していきたいと感じた。

• 採点をつける評価するという経験は中々まだやる立場
にないので実際にやり方を教えてもらったことはこれ
からの自分の強みになると感じました。

• 一緒に受けた方の意見を聞くことができるのはとても
ためになりました。

参加者からの声
• これまでのQC活動では系統図を使ったことが無かった
ため活動に取り入れたい。

• 困りごとを深堀して真の要因を見つけ、対策を打って
いきたい。

• 実践形式の研修で、楽しくスキルアップが出来て大変
よかったです。また、他業種の方とお話させていただ
く機会があまり無いため良い体験になりました。

推進者育成コースでは、改善の発表事例を用いて、事例や活動

の良い点や改善点を見出しながら、講義とグループ討議で、指

導する時や、審査や講評する際の着目ポイントを学びました。

このコースは、実際にQCサークルのリーダーや指導に当たっ

ているかたも含めて、 12名の方に受講いただきました。

アンケート結果：

中級コースでは、ＱＣ7つ道具の中でも特に特性要因図と系

統図の作成手順について講義で学び、ジグソーパズルを使い

ながら、問題解決型のＱＣストーリーに沿ってQCサークル活

動を実践していきました。

このコースには、実際に自社のQCサークルの第一線で活動し

ている方など、34名の方に受講していただきました。

最初の講義後は6グループに分かれ

、制限時間15分で1回目のパズル

作成を行い、完成したピースの数

を数え、現状把握と要因の抽出を

行いました。

各グループとも話し合って決め

た対策に効果があり、1回目より

も良い成績となり、大いに盛り

上がり達成感を味わいました。

事例を用いて、「目標の設定」「
要因解析」「対策の検討と実施」
などQCストーリーごとに、採点
をしたり、参加者がお互いに気づ
いた点を活発に話し合いました。

アンケート結果：

皆さまのまたの
ご参加をお待ち
しています！

研修の最後には、各グループが
事例や改善への指導ポイントを
発表し、「講評」も体験しまし
た。要点が押さえられ、参加者
の理解の高さがうかがえました
。また、推進者としての視点や
役割についても理解を深める貴
重な機会となりました。

QCサークル福井地区に研修では、今回の2コースのほかに、
「問題解決型QCストーリー 初級コース」「リーダー役割認識コース」
が受講することができます。
来年度に実施するコースは、改めてお知らせさせていただきます。

全体的な講習内容についての理解度（n=24） 全体的な講習内容についての理解度（n=24）

パズルをもっと多く完成させるた

めに、途中講義を挟みながら、真

の要因を探し出すべく検証を行い

、系統図を活用しながら改善策を

深掘りして対策案を検討しました

。その後、これらの対策案に基づ

き対策を実施し、2回目のパズル

の作成を行いました。

総合講評：小林副世話人
㈱アイシン福井

講師：増永幹事
㈱日本エー･エム･シー

総合講評：田辺副世話人
元フクビ化学工業(株)

講師：満月幹事
㈱福井村田製作所
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